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	水田水管理システム導入成功のためのチェックリスト
	内容
	水田水管理システム導入成功のためのチェックリスト
	 開水路かパイプラインか。
	 パイプラインの水圧や給水バルブの形状は合っているか。
	 水路のごみ対策は大丈夫か
	 開水路の水位は十分に高いか
	 通信方式を確認したか。
	 設置場所に電波は届いているか
	 通信費はいくらか。
	 消耗品やメンテナンスの対応は大丈夫か
	 ケーブルの動物対策は大丈夫か
	 水位センサーの設置場所は適切か
	 冬季の対策はきまっているか。

